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論文題名：Pancreas Fat and  Cell Mass in Humans With and Without Diabetes : An 
     Analysis in the Japanese Population 
     （ヒト糖尿病、非糖尿病における膵脂肪と細胞：日本人における解析） 
 
 
 本研究では現在議論のある膵脂肪の糖尿病における意義に関し、剖検症例及び手術症
例におけるヒトの膵組織を用い、膵脂肪含有量の糖尿病における変化と・細胞量との
関連について検討がなされた。膵脂肪面積は糖尿病群と非糖尿病群で有意差を認めず、
・細胞面積、ラ氏島の形態、細胞ターンオーバー指標のいずれとも関連を認めなかっ
た。膵内脂肪沈着が細胞量やインスリン抵抗性、糖尿病の発症に及ぼす影響は少ないと
考えられた。 
 審査では脂肪肝と比較し膵脂肪面積の絶対値が低く、画像評価における膵脂肪含有量
の既報と齟齬はないか問われた。脂肪肝では脂肪が均一に分布しているのに対し膵脂肪
では不均一に分布しており相対的に低い値となっており、過去のMRIによる研究では多い
症例で20％程度と報告があるが、画像検査では膵実質外の脂肪も測定されるため本研究
と比較し高い値が報告されていると考えられると回答された。また膵脂肪面積は小葉間
の脂肪細胞も測定されているか、小葉内は脂肪細胞のみ測定されているのか、実質内に
脂肪変性はみられたか問われた。小葉間を除いた膵実質内の脂肪細胞を測定しておりペ
リリピン染色においても脂肪細胞を確認した。また膵実質内に脂肪変性は見られなかっ
たと回答された。また膵脂肪含有量による4段階の組織学的分類については明確な定義が
ないことについて問われた。組織学的に評価した膵脂肪含有量の報告は少なく現地点で
確立した分類が存在しない。また４段階における各群の定量化した膵脂肪面積に有意差
があることを確認し妥当性を確認したと回答されたが、明確な基準を設けるべきであっ
た。また剖検症例と手術症例では年齢やBMIなど背景が異なるが膵脂肪量に有意差がな
かった結果について問われ、手術症例で年齢が高く剖検症例では肥満傾向にあり結果と
して有意差がでなかった可能性があると回答された。また結果については背景が異なる
ため、手術症例のみで解析し、剖検症例については参考として提示すべきであったとコ
メントがあった。糖尿病群のみの検討において、膵臓脂肪含有量と・細胞面積を含め
た各因子との間に有意差を認めたか問われた。各群において検討を行ったが有意差を認
めなかったと回答された。内臓脂肪のマーカーである脂肪肝と膵脂肪の関連について検
討をされたか問われた。別のプロジェクトとして剖検症例において脂肪肝と膵脂肪の関
連についても検討を行ったが関連を認めなかったと回答された。また手術症例における
膵癌の有無による膵脂肪含有量への影響を問われ、膵癌の有無で膵脂肪含有量には有意
差は認めなかったと回答された。 
 本検討では組織学的分類において明確な定義が設けられていなかった等の問題点はあ
るが、大規模な組織学的研究による初めての検討でありヒトにおいては膵脂肪含有量が
糖尿病への影響は少ないことを示した点で有意義な研究であると評価された。  
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